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研究成果の概要（和文）：物質使用障害の治療において、家族の対応が断薬開始や継続に及ぼす効果に関するエビデン
スのレビューを行った。家族への介入は、物質使用障害の標準化された治療の一環として定式化されたものとしては、
確認することができなかった。その一方で、家族への介入が断薬の成否に与える影響に関する研究は、青少年の非行問
題への対策の一環として確認された。これらの結果と精神保健福祉センターおよび保護観察所における薬物使用者の家
族に対する相談・支援状況を踏まえて、従来、不明瞭になりがちであった、家族が獲得すべき知識・情報を明確化した
上で、物質使用者の家族を対象とするソーシャルワークを基盤とする相談・支援モデルの提示を行った。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to confirm the effect of family attitude on the re
covery from substance use disorders.  Using review databases, it is found that the family intervention is 
not a required clinical protocol in the clinical guideline. But the effect of family attitude and involvem
ent was  mentioned  in some research on the treatment for young people with drug use and other criminal pr
oblems. Based on these results, a support program for the families of adult drug users, not from a view of
 point of treatment for the drug users but of support for the families who are suffered from the drug use 
related problem.
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１．研究開始当初の背景 

近年、薬物関連事犯の増加に伴い、この問題

について犯罪という側面だけでなく、物質使

用障害という疾病の側面に対しても目が向

けられるようになりつつある。その視点は平

成 20 年に示された「第三次薬物乱用防止五

か年戦略」の中にも表されており、「断薬と

その継続」という支援課題の達成に向けて、

司法と医療の連携のあり方を模索する上で

重要な役割を果たすものであると考えられ

る。しかしこの中の、「早期の回復のために

は、家族による薬物乱用者への適切な対応が

重要である。家族が薬物依存症に関する知識

を得て、適切な対応を学ぶ必要がある。」と

の記述については、次のような問題点を指摘

せざるを得ない、まず、この記述は、再発は

家族の対応により大きく左右されるもので

あるかのように理解されるおそれがあると

いう点である。そして、薬物の再使用防止に

ついての責任は家族にあるかのような印象

を与えるおそれがあるという点である。 

 物質使用障害は、脳疾患であることが既に

明らかにされており、回復のためにまず必要

とされるのは医学的治療なのであって、家族

の対応のあり方は再発を左右する第一の要

因ではない。無論、家族間のコミュニケーシ

ョン様式等に改善されるべき問題があるよ

うなケースについては、個別にアセスメント

した上で、「適切な対応」について提案され

ることが必要であろう。 

 とりわけ、物質使用障害者が成人の場合、

受診・受療の諾否や断薬の継続というセルフ

ケアについては、原則として本人の自己決定

に委ねられるべきであり、薬物使用を再犯、

再発のいずれと見なすにかかわらず、その防

止責任を家族に対して一律に負わせること

が適切であるとは考えにくい 

２．研究の目的 

「物質使用障害は脳疾患である」 (NIDA 

2007)という医学的事実と、受診・受療の諾

否や断薬の継続等のセルフケアについての

患者の自己決定権を踏まえて、物質使用障害

者の家族を対象とするエビデンスに基づく

相談・支援の具体的なモデルの提示を試みた。

１)これまで不明瞭になりがちであった相

談・支援の目的について、「本人をより早期

に受診させ、断薬を継続させること（再使用

防止）」と「家族自身の心理・社会的困難の

軽減」の二軸により整理して、家族の相談・

支援の新たな枠組みを構築する。２)「家族の

対応」が本人の治療効果に及ぼす影響につい

てのエビデンスに基づいて、「家族が学ぶべ

き知識」についての明確化する。 

 

National Institute on Drug Abuse (2009) Principles of 

Drug Addiction Treatment: A Research Based Guide. 

2nd ed. NIH Publication No. 09–418    

 

 

３．研究の方法 

物質使用障害治療における「家族の対応」の

効果に関するエビデンスと、それに基づく物

質使用障害者の家族に対する相談・支援の国

内外の先行事例について確認するために、文

献レビューを行う。検索にあたっては、GATE

（ Graphical Appraisal Tool for 

Epidemiology）の枠組みに基づいて、リサー

チクエスチョンを定式化する。 

エビデンスが確認された「家族の対応」につ

いて、その内容を整理・要約し、類型化を試

みる。 

国内における物質使用障害者の家族に対す

る相談・支援の実態把握のために、関連機関

を対象とする質問紙調査を実施する。 



④③の結果に基づいて、現行の物質使用障害

者の家族に対する相談・支援についての評価

検討を行い、「必要のない内容」「追加される

べき内容」等について検討する。 

治療エビデンスを反映させた家族の相談・支

援について検討し、物質使用障害者の家族の

相談・支援の実務にあたる担当者向けの手引

きを作成する。 

 

４．研究成果 

 物質使用障害の治療において、家族の対応

が物質使用者の断薬開始または継続に及ぼす

効果に関するエビデンスのレビューを行った。

今回の調査では、Cochrane Library 、PubMed

等のデータベースを検索対象としたが、保

健・医療機関が、薬物依存の治療・支援にお

けるいわゆる定式化された対応策として、薬

物使用者の家族への介入を位置づけたプログ

ラムを確認することができなかった。その一

方で、家族への介入が薬物使用者の断薬の成

否に与える影響についての研究は、青少年の

非行問題への対策の一環として行われたもの

のみが確認された。 

 保健・医療と司法の各実践領域における家

族支援の実態把握のために、精神保健福祉セ

ンターと保護観察所における、薬物乱用・依

存者の家族を対象とした事業等の実施状況

についての聞き取りおよび質問紙調査を実

施した。さらに、薬物依存者の家族を対象と

した聞き取り調査を実施し、その結果に基づ

いて、①家族が求めている情報 ②薬物依存

に関する客観的事実について十分に理解さ

れておらず、理解を促す必要があると考えら

れる情報について考察した。 

 これらの研究成果を踏まえて、薬物依存者

の家族とりわけ成人した薬物依存者の家族に

焦点を当てた、ソーシャルワークの視点から

の相談・支援の手引きを作成した。 

冊子の特徴としては、薬物依存が精神作用物

質の反復的使用によって生じる精神障害であ

ることを重視した、次の点を挙げることがで

きる。①薬物依存に関する知識の提供や薬物

依存者への対応についての解説等にあたって

は、家族の態度・行動と薬物の再使用が過度

に関連づけられることがないよう配慮される

ことの必要性を強調していること ②初回面

接（電話相談を含む）の重要性とその効果的

な実施にあたっての支援者自身の物質使用障

害（薬物依存・薬物乱用）についての認識に、

誤解や偏見がないか充分に自己覚知がなされ

ていることの必要性を指摘していること ③

家族による薬物依存者に対する適切な対応に

ついて教示する際にそれらがあたかも唯一無

二のものであるかのような伝え方をしたり、

ごく詳細な事柄についてまで「べき・べから

ず」を示したりすることのリスクについて指

摘していること、などである。 
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〔その他〕 

(1)相談・支援者向け冊子の作成 

「薬物依存者の家族のための相談・支援 

〜支援者向けハンドブック〜」 

 

(2)物質使用障害をもつ人の家族を対象とす

る長期支援プログラムの実施 

① 2012年 1月 31日 

  （キャンパスプラザ京都・京都市） 

② 2013年 2月 17日 

  （キャンパスプラザ京都・京都市） 

③ 2014年 2月 16日 

  （キャンパスプラザ京都・京都市） 
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